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〈
２
〉 

︱ 

阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の

「
基
本
計
画
」ま
と
ま
る 

︱

徳島県知事に新病院の「基本計画」を説明（２月３日）

徳島大学医学部長に説明徳島大学病院長に説明

　

徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
及
び
阿
南
市
医

師
会
は
、
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師

会
中
央
病
院
を
統
合
し
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚

生
連
が
運
営
主
体
と
な
る
新
た
な
医
療

施
設
「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
平
成
29
年
度
内
の
開
院
に
向

け
て
協
議
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
度
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
「
基
本

理
念
・
基
本
方
針
」
を
は
じ
め
、
主
要

機
能
、
診
療
科
目
、
病
床
規
模
、
外
来

や
入
院
・
救
急
部
門
な
ど
25
の
部
門
別

機
能
と
規
模
、
さ
ら
に
は
、
施
設
整
備

計
画
な
ど
を
明
記
し
た
「
阿
南
中
央
医

療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
計
画
書
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
基
本
計
画
」
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
、
医
師
会
及
び

本
市
の
三
者
で
構
成
す
る
「
医
療
セ
ン

タ
ー
設
立
委
員
会
」
や
、
設
立
委
員
会

に
諮
る
事
項
を
事
前
協
議
す
る
た
め
の

「
作
業
部
会
」
を
は
じ
め
、
両
病
院
の

医
師
や
職
員
も
参
画
し
、
効
率
的
・
効

果
的
か
つ
詳
細
な
協
議
を
す
る
た
め
に

設
置
し
た
「
事
業
部
」「
診
療
部
」「
施

設
整
備
部
」「
地
域
連
携
部
」
の
４
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
協
議
・
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
基
本
計
画
」
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
１　
基
本
理
念
・
基
本
方
針

　

阿
南
共
栄
病
院
・
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
の
現
行
の
「
基
本
理
念
・
基
本
方
針
」

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新
し
い
病
院
・
市
民
病

院
的
な
病
院
づ
く
り
の
観
点
か
ら
決
め
て

い
ま
す
。

１　
基
本
理
念

　

地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
こ
と

に
専
念
し
、
信
頼
さ
れ
る
医
療
に
最
善
を

尽
く
し
ま
す
。

２　
基
本
方
針

①
阿
南
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る

中
核
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
病（

注
）診

連

携
、
病
病
連
携
の
も
と
に
地
域
医
療
に

貢
献
す
る
。

②
阿
南
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る

救
急
医
療
の
中
心
的
役
割
を
は
た
す
。

③
災（

注
）害
拠
点
病
院
と
し
て
災
害
時
に
県
南

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
寄
与
す
る
。

④
阿
南
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
で
の
包（

注
）括

医
療
を
行
う
た
め
に
、
円
滑
な
医
療
と

介
護
の
連
携
を
図
る
。

⑤
医（

注
）師
教
育
認
定
病
院
と
し
て
、
徳
島
大

学
の
協
力
の
も
と
医
療
の
充
実
と
医
師

の
研
修
を
図
る
。

⑥
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
健
康
管
理
、

情
報
の
提
供
を
行
う
。

第
２　
主
要
機
能

　

新
病
院
は
、
９
つ
の
主
要
機
能
を
柱
と

し
て
い
ま
す
。（
要
約
し
て
掲
載
）

１
．
地
域
医
療
支
援

　

地（
注
）域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
急
性
期
医

療
を
中
心
に
、
阿
南
市
医
師
会
員
診
療
施

設
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

２
．
救
急
医
療

　

阿
南
市
医
師
会
及
び
高
次
救
急
医
療
機

関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携
の
も
と
、

二（
注
）次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
入
院
治
療
を
要
す

る
患
者
等
の
受
け
入
れ
に
努
め
る
。

３
．
災
害
医
療

　

自
然
災
害
・
大
規
模
事
故
災
害
・
新
興

感
染
症
の
流
行
な
ど
に
も
機
能
を
発
揮
し
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
施
設
整
備
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

ト（
注
）リ
ア
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
）
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
お
け
る
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
る
。

　

ま
た
、
災（

注
）害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
を
充
実
す
る
な
ど
、
広
域
的
な
災

害
救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。

４
．
が
ん
医
療

　

地（
注
）域
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
と
し
て

機
能
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
外
科

的
治
療
法
に
加
え
、
外
来
化
学
療
法
の
体

制
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
乳
が
ん
に
関
し

て
は
、
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
県
南
部
地
域
で
初
と
な
る
緩

和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
す
る
。

５
．
周（

注
）産
期
医
療

　

阿
南
市
内
唯
一
の
分
娩
施
設
と
し
て
、

県
南
部
地
域
に
お
け
る
産
科
医
療
提
供
体

制
を
堅
持
す
る
。

６
．
小
児
医
療

　

高
次
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

小
児
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
夜
尿
症
外
来
や
発
達
障
が
い
児

へ
の
言
語
療
法
な
ど
特
色
の
あ
る
医
療
を

充
実
す
る
。

７
．
教
育
研
修

　

臨（
注
）床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
機
能
の
維

持
・
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
医

療
機
関
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

ま
た
、
徳
島
大
学
と
連
携
し
て
、
阿
南

市
及
び
県
南
部
地
域
に
お
け
る
糖
尿
病
治

療
な
ら
び
に
慢
性
（
閉
塞
性
）
呼
吸
器
疾

患
の
治
療
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

８
．
健
康
管
理
・
検
診

　

阿
南
市
と
連
携
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
や

脳
ド
ッ
ク
な
ど
各
種
検
診
事
業
を
通
じ
て
、

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
指
導
を
行
う
。

　

教
育
入
院
に
よ
る
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、

眼
科
・
外
科
・
皮
膚
科
と
の
連
携
で
の
合
併

症
管
理
、
糖
尿
病
教
室
の
開
催
な
ど
、
全
身

包
括
的
な
糖
尿
病
診
療
を
行
う
。

９
．
円
滑
な
医
療
と
介
護
の
連
携

　

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
早
期
の
回
復
と
在
宅
復
帰
を
目
指
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
医
療
が
で
き
る
よ

う
、
24
時
間
体
制
の
訪
問
看
護
や
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
の
充
実
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
完
結

型
医
療
を
目
指
す
。

　

ま
た
、「
関
節
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
開
設
を
検
討
す
る
。

【
注
釈
】

地
域
医
療
支
援
病
院　
第
一
線
の
地
域
医
療
を
担
う
「
か

か
り
つ
け
医
」
等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域
医
療

の
確
保
を
図
る
病
院
と
し
て
相
応
し
い
構
造
等
を
有
す
る

病
院
。
都
道
府
県
知
事
が
承
認
を
す
る
。

二
次
救
急
医
療
体
制　
入
院
を
要
す
る
救
急
医
療
体
制
を

整
え
た
医
療
機
関
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
医
療
計
画
に

基
づ
い
て
整
備
を
進
め
る
も
の
。

ト
リ
ア
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス　
大
事
故
や
大
規
模
災
害
時
に
多

数
の
傷
病
者
が
出
て
い
る
な
か
で
、
容
態
や
緊
急
度
に
応

じ
て
優
先
順
位
を
判
断
す
る
た
め
に
確
保
す
る
ス
ペ
ー
ス
。

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）　

災
害
の
急
性
期

（
概
ね
48
時
間
以
内
）
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
、

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
。

地
域
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院　
徳
島
県
独
自
の
基
準
に

よ
り
指
定
さ
れ
、
手
術
療
法
や
化
学
療
法
及
び
患
者
へ
の

相
談
窓
口
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
病
院
。

周
産
期　
妊
娠
22
週
か
ら
生
後
満
７
日
未
満
ま
で
の
期
間
。

臨
床
研
修
指
定
病
院　
研
修
医
が
卒
業
後
２
年
間
、
基
本

的
な
手
技
・
知
識
（
初
期
研
修
）
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

籍
を
置
く
病
院
。

【
注
釈
】

病
診
連
携
、
病
病
連
携　
核
と
な
る
病
院
と
地
域
の
診

療
所
・
病
院
が
行
う
連
携
の
こ
と
。

災
害
拠
点
病
院　
災
害
時
な
ど
の
多
数
の
傷
病
者
が
発

生
す
る
際
に
、
重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
救
命
医
療

を
行
う
病
院
。

包
括
医
療　
治
療
だ
け
で
な
く
健
康
づ
く
り
、
在
宅
ケ

ア
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
す
べ
て
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
。

医
師
教
育
認
定
病
院　
医
師
認
定
医
制
度
に
よ
る
教
育

病
院
基
準
を
満
た
し
た
病
院
。
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第
３　
施
設
整
備
の
基
本
方
針

　

新
病
院
は
、
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
．
災
害
に
強
い
施
設

　

地
震
や
津
波
、
台
風
を
は
じ
め
、
災
害

に
強
い
病
院
づ
く
り
を
目
指
す
。

２
．
快
適
な
療
養
環
境
の
整
備

　

特
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
安
全
で
安
心
な
施
設
と
し
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
す
。

３
．
効
率
的
で
働
き
や
す
い
施
設

　

働
き
や
す
く
魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
診
療
・
供
給
・

管
理
な
ど
の
各
部
門
を
合
理
的
に
ま
と
め
、

効
率
性
の
高
い
施
設
と
す
る
。

４
．
既
存
施
設
の
有
効
活
用
等

　

阿
南
医
師
会
中
央
病
院
の
既
存
棟
を
最

大
限
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費
の

節
減
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
開

か
れ
た
施
設
と
す
る
。　

第
４　
診
療
科
目

　

阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
に
お
け
る
既
存
の
診
療
科
目
を
再
編
・

統
合
す
る
と
と
も
に
新
設
の
診
療
科
も
整

備
し
、
29
の
診
療
科
目
（
表
１
）
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

第
５　
病
床
規
模

　

新
病
院
の
診
療
科
目
や
将
来
の
入
院
患

者
数
な
ど
を
推
計
し
な
が
ら
、
病
床
規
模

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

１
．
一
般
病
棟
（
急
性
期
）

　

阿
南
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る

急
性
期
医
療
を
担
う
拠
点
と
し
て
、
必
要

な
病
床
を
整
備
す
る
。

２
．
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　

高
齢
者
の
患
者
に
対
し
て
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
生
活
し
続
け
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
た
め
に
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の

向
上
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
集
中
的

に
行
う
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
整
備
す
る
。

３
．
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

　

急
性
期
後
の
受
け
入
れ
、
患
者
の
在
宅

復
帰
支
援
等
の
機
能
を
有
し
、
地（

注
）域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
役
割
を
担
う
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
整
備
す
る
。

表１　診療科目の再編・統合 ※１は新設の診療科、※２は院内標
ひょうぼう

榜の診療科

阿南共栄病院 阿南医師会中央病院 新病院
内　　　科 内　　　科 総 合 内 科　 ※ 1

糖尿病内科・代謝内科 糖尿病内科 糖尿病・代謝内科 ※ 2
神 経 内 科 ※ 2
漢 方 内 科 ※ 2
リウマチ科 ※ 2
血 液 内 科 ※ 2

消化器内科 消化器内科 消化器内科
循環器内科 循環器内科 循環器内科

呼吸器内科　 ※ 1
小　児　科 小　児　科
外　　　科 外　　　科 外　　　科
消化器外科 消化器外科 消化器外科
肛 門 外 科 肛 門 外 科

乳 腺 外 科 乳腺（甲状腺）外科
呼吸器外科 呼吸器外科

心臓血管外科
脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科
整 形 外 科 整 形 外 科 整 形 外 科
産 婦 人 科 婦　人　科 産 婦 人 科
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科
眼　　　科 眼　　　科
皮　膚　科 皮　膚　科
形 成 外 科 形 成 外 科
泌 尿 器 科 泌 尿 器 科 泌 尿 器 科
放 射 線 科 放 射 線 科 放 射 線 科

麻　酔　科 麻　酔　科 麻　酔　科
（麻酔集中治療科）

リハビリテーション科 リハビリテーション科 リハビリテーション科
病理診断科 病理診断科

緩和ケア科　 ※ 1
外来化学療法科　 ※ 2

院内標
ひょうぼう
榜の診療科　医療法施行令には規定されていないが、患者の受診しやすさなどを考慮して細分

化された「専門診療科」のこと。
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４
．
緩
和
ケ
ア
病
棟

　

初
期
の
段
階
か
ら
が
ん
に
よ
る
痛
み
や

精
神
的
苦
痛
を
和
ら
げ
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
緩
和
治
療
を
行
う
病
棟
を
整
備
す
る
。

５
．
療
養
病
棟

　

慢
性
的
な
病
気
を
抱
え
る
高
齢
者
の
増

加
や
、
地
域
に
長
期
療
養
の
機
能
を
有
し

た
療
養
施
設
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
地
域
の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
た
療

養
病
棟
を
整
備
す
る
。

第
６ 

施
設
整
備
計
画

基
本
方
針

①
既
存
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
。

②
新
病
棟
に
は
「
急
性
期
医
療
」「
急
性

期
入
院
施
設
」
に
必
要
と
な
る
部
門
を

集
約
配
置
す
る
。

③
既
存
施
設
と
新
病
棟
施
設
が
有
機
的
に

機
能
す
る
計
画
と
す
る
。

④
新
病
棟
は
２
５
０
床
以
内
と
す
る
。

第
７　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
基
本
計
画
」
策
定
後
は
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚

生
連
に
お
い
て
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
り
ま

す
。
ま
た
、「
基
本
設
計
」
及
び
「
実
施
設
計
」

を
経
て
、
既
存
の
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
の

東
側
に
新
病
棟
の
建
設
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
棟
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
の
整
備
と
並
行
し
て
、

新
病
院
の
「
運
営
シ
ス
テ
ム
計
画
」
や
「
情

報
シ
ス
テ
ム
計
画
」、「
医
療
機
器
備
品
整
備

計
画
」
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
26
～
27
年
度
　
基
本
設
計
・
実
施
設
計

平
成
28
年
度
　
建
設
工
事
着
工

平
成
29
年
度
　
建
設
工
事
竣
工

【
注
釈
】

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム　
地
域
住
民
に
対
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
及
び
在
宅
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
等
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
体
系
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
。

病　床　区　分 病床数 備　　　　　考

一般病棟（急性期） 263床

回復期リハビリテー
ション病棟 40床 「回復期リハビリテーショ

ン病棟Ⅱ」を想定

地域包括ケア病棟 30床

緩和ケア病棟 15床

療養病棟 50床 「医療型」については検討
する

合　　計 398床

の部分が既存施設、　　の部分が新病棟

配　置　図　案

第二病棟

第一病棟

第三病棟

正面玄関
玄関

市
道

新病棟

（５階建て）

シリーズ⑶は、阿南中
央医療センター（仮称）
の設計ができましたら
紹介します。
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

さ
く
ら
、桜
、櫻 

～

　
「
２
月
は
逃
げ
る
」
と
い
っ
て
、
い
つ
の
間
に

か
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

３
月
の
声
を
聞
く
と
春
が
押
し
寄
せ
て
花
々
が

咲
き
、
生
命
が
動
き
出
す
季
節
が
始
ま
り
ま
す
。

　

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
衆
議
院
予
算
委
員

会
で
「
雪
解
け
問
答
」
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
し

た
の
は
、
当
時
の
新
潟
４
区
選
出
で
教
師
出
身
の

社
会
党
代
議
士
、
木
島
喜
平
衞
氏
。
試
験
問
題
で

「
雪
が
溶
け
た
ら

に
な
る
」
と
い
う
設
問

に
、
あ
る
生
徒
が
〝
春
〟
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
不

正
解
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
い
か
に
思
う
か
と
、
海

部
俊
樹
文
部
大
臣
に
質
問
し
た
の
で
す
。

　

大
臣
の
答
弁
は
、
雪
国
に
お
い
て
は
〝
春
〟
と

い
う
答
え
は
十
分
に
通
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

試
験
は
南
北
に
長
い
日
本
の
国
土
全
体
で
普
遍
性

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
〝
水
〟
が
正
解

だ
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
の
問
答
は
教
育
界
で
は

有
名
な
逸
話
で
あ
り
、「
情
」
の
世
界
と
「
理
」

の
世
界
を
問
う
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
桜
の
季
節
が
始
ま
り
ま
す
。
桜
の
旧
の

字
は
櫻
。「
嬰え

い

」は
貝
の
首
飾
り
で
取
り
巻
く
こ
と
。

そ
れ
と
木
を
合
わ
せ
て
花
が
幹
を
取
り
巻
く
よ
う

に
し
て
咲
く
木
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

昔
は
櫻
と
書
く
の
が
正
式
で
し
た
。
こ
の
字
の

形
の
２
階
（
貝
）
の
女
が
気
（
木
）
に
か
か
る
と

い
う
覚
え
方
が
よ
く
使
わ
れ
た
そ
う
で
、
映
画
『
男

は
つ
ら
い
よ
』
で
は
、
寅
さ
ん
が
妹
さ
く
ら
の
お
見

合
い
の
席
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

桜
は
、
今
も
日
本
人
の
出
会
い
と
別
れ
の
象
徴
に

寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
ゆ
く
春
を
惜
し
む

の
は
わ
が
命
を
惜
し
む
と
い
う
こ
と
で
、
桜
は
「
も

の
の
あ
は
れ
」
の
代
表
で
す
。

　
桜さ

く
ら
ば
な花

　
散
り
か
ひ
曇
れ
　
老お

い
ら
く
の
　
来こ

む
と

言
ふ
な
る
　
道
紛
ふ
が
に
（
在
原
業
平　

８
２
５
～

８
８
０
年
）

　

桜
の
花
よ
、
入
り
乱
れ
て
散
っ
て
空
を
曇
ら
せ
て

お
く
れ
。
老
年
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
道
が
紛
れ
て

分
か
ら
な
く
な
る
よ
う
に
…
。
老
い
の
く
る
道
を
花

で
隠
し
て
く
れ
と
い
う
、
業
平
ら
し
い
斬
新
な
発
想

の
歌
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
平
の
墓
も
た
づ
ね
て
桜さ

く
ら
が
り狩　
（
高
野
素す

じ
ゅ
う十　

１

８
９
３
～
１
９
７
６
年
）

　

礼
儀
作
法
の
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
と
い
い
ま
す
が
、
元
来
の
意
味
は
花
園
を
荒
ら

す
な
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
人
や
社
会
に
対
す

る
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
学
ぶ
の
に
、
ま
ず
花
を
大
切
に
す

る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
時
速
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度

で
、
桜
前
線
が
日
本
列
島
を
北
上
し
て
い
き
ま
す
。

１
年
の
つ
か
の
間
で
す
が
、
桜
を
愛め

で
ま
し
ょ
う
。

心
の
栄
養
の
た
め
に
も
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
お
よ
び
教
育
委
員
会
へ

●
書
籍
『
螢
か
ご
』
１
０
０
冊

領
家
町　

片
山
文
夫
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
７
万
４
８
７
６
円　

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
１
５
春

の
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

申
請
方
法　
申
請
書
（
総
務
課
備

え
付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、
ま
た
は
有
し
て
い
た
方

で
、
保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所

を
有
す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校
専
攻

科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
10
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

４
月
１
日
か
ら

婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
る
方
に

あ
な
な
ん
グ
ッ
ズ
を
贈
呈

　

お
二
人
の
門
出
を
祝
し
て
、
あ

な
な
ん
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
ま
す
。

届
け
出
場
所　
市
民
生
活
課
、
那

賀
川
支
所
、
羽
ノ
浦
支
所
、
各
住

民
セ
ン
タ
ー
、
宿
直
室
（
夜
間
・

休
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ
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３
月
10
日
㈫
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
が

終
了
し
ま
す

　

平
成
27
年
３
月
10
日
㈫
正
午
を

も
っ
て
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ

ス
が
終
了
し
ま
す
。

　

現
在
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送
を

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
視
聴
さ
れ
て

い
る
方
は
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換
終
了

後
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
の
視

聴
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
方
法
に
よ
り
、
お
早
め
に
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え

▼
市
販
の
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

購
入
し
、
現
在
お
使
い
の
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接
続
す
る

問
い
合
わ
せ
は　
ふ
る
さ
と
振
興

課(

☎
22

－

７
４
０
４)

へ

登
録
保
健
師・看
護
師・

栄
養
士
の
募
集

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４
月

か
ら
の
保
健
事
業
に
従
事
す
る
登

録
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
免
許
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

※
面
接
の
う
え
登
録
し
、
事
業
実

施
に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
お
よ
び
勤
務
条
件
は
、
職

種
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－１
５
９
０
）
へ

住
民
票
の
住
所
に
お
け
る

方
書
の
記
載
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住

所
に
個
人
番
号
を
通
知
す
る
予
定

で
す
。
市
で
は
、
そ
の
通
知
を
確

実
に
送
付
す
る
た
め
に
、
住
民
票

の
詳
細
な
住
所
記
載
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

集
合
住
宅
（
市
営
住
宅
・
県
営

住
宅
・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）

に
お
住
ま
い
の
方
で
現
在
、
住
民

票
に
方
書
（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
部
屋

番
号
）
の
記
載
の
な
い
方
は
、
お

早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
場
所　
市
民
生
活
課
、
那

賀
川
支
所
、
羽
ノ
浦
支
所
、
各
住

民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、
社

会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
平
成
27
年
度
高
齢
者
福
祉
特

定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳

以
上
の
方
で
、
平
成
26
年
度
の
市
民

税
所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方

利
用
で
き
る
交
通
機
関　
徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス

を
含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全

路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
23
日
㈪

申
請
方
法　
申
請
書(

介
護
・
な

が
い
き
課
ま
た
は
各
支
所
・
住
民

セ
ン
タ
ー
等
に
備
え
付
け)

を
各

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代

理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
に
は
平
成
26
年
度
分
の

残
券
等
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理

後
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

で
受
け
付
け
し
た
分
は
、
後
日
郵

送
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－１
７
９
３
）
へ

戸
別
受
信
機
の

電
池
交
換
の
お
願
い

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

は
、
停
電
時
に
は
乾
電
池
で
作
動

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
池
の
消
耗
や
自
然
放
電
に
よ

る
電
圧
の
低
下
、
電
池
か
ら
の
液

漏
れ
に
よ
る
故
障
な
ど
で
放
送
が

受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

乾
電
池
の
定
期
交
換
（
年
１
回
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

市では、平成26年８月に発生し
た台風12号および11号に伴う大
雨により、被災された方々を支援
するための義援金を受け付けてい
ます。
受付期限　３月31日㈫
受付方法　現金または口座振込
問 会計課（☎22ー3294）へ

災 害 義 援 金 を
募 集 し て い ま す

身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のような
障がいのある方や介護保険の被保険者証の要介護状態が「要介護
５」の方は「郵便による不在者投票」ができます。ただし、あら
かじめ選挙管理委員会に申請が必要です。
申請に必要なもの　印鑑、次のいずれかに該当する手帳等（身体
障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険被保険者証）

◎戦傷病者手帳をお持ちの方（特別項症～第３項症）
◎要介護状態区分が要介護５に該当する方

問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22－3791）へ

身
体
障
害
者
手
帳

障　が　い　名 障 が い の 程 度
1 級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の障が
い ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ
う、直腸、小腸の機能障がい ○ ー ○

免疫機能障がい ○ ○ ○
肝臓機能障がい ○ ○ ○

郵便による不在者投票
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建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
27
年
度
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
受
講
者
募
集

　

平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　
３
月
２
日
㈪
～
31
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
業
種
に
つ

い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事
が
実

施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
る

べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
電
子
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
す
る
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必

要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－
３
８
０
４
）
へ

水
道
の
開
栓・閉
栓
等
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

３
月
、
４
月
は
転
入
や
転
出
が

多
い
時
期
で
す
。
お
早
め
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
栓
手
続
き　
転
入
に
よ
り
、
新

し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

閉
栓
手
続
き　
転
出
に
よ
り
、
水

道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
、
ま

た
は
長
い
間
水
道
を
お
使
い
に
な

ら
な
い
と
き

両
方
の
手
続
き　
市
内
で
転
居
さ

れ
た
と
き

変
更
手
続
き　
水
道
使
用
者
の
氏

名
ま
た
は
、
住
所
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

※
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
水
道
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
過
料
等

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手

続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
で
き

　

余
暇
を
利
用
し
て
趣
味
と
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
は
除
く
）。

登
録
費　
１
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間
は
平
日
午
後

１
時
～
８
時
）

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
水
道
料

金
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
水
道
部
業

務
課
内
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

会
社
を
退
職
し
た
時
は

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的

年
金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
は
、
公
的
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
訪

れ
る
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事

態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
年

金
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

退
職
し
た
と
き
、
住
所
や
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
、
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入

ま
た
は
、や
め
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方

な
ど
を
除
い
て
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
は
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
り

加
入
し
た
場
合

◎
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
場
合

◎
出
生
、
死
亡

◎
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

■
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、

保
険
税
は
加
入
の
届
け
出
を
し
た

月
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の

間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度

　

平
成
26
年
度
末
ま
で
に
次
の
条

件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

と
、
そ
の
被
扶
養
者
の
方
が
対
象

で
す
。

▼
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
あ
る
方

▼
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未

満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

講座・クラブ名 曜日 回数 時　　間

生 花 火 3 回 18:00～20:30

着 付 け 水 3 回 19:00～21:00

書 道 水 3 回 19:00～20:30

料 理 木 3 回 18:30～21:00

茶 道 木 2 回 19:00～21:00

英 会 話 木 3 回 19:30～20:30

ヨ ー ガ 火 2 回 19:30～21:00

フ ッ ト サ ル 木 2 回 20:00～22:00

バドミントン 火 毎週 20:00～22:00

バレーボール 水 2 回 19:30～21:30

卓 球 木 3 回 19:00～21:00

テ ニ ス 毎月 2 回 19:00～22:00

エクササイズ 水 2 回 19:30～21:00

※上記以外に、短期講座やイベントにも参加できます。
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車　　　　　種 届　　出　　先 届け出に必要なもの

原動機付自転車
（総排気量125㏄以下）
小型特殊自動車

阿南市または
新住所地の市区町村役場

登　

録

・販売証明書または譲渡証明書、廃車証
明書のいずれか一点

・所有者（使用者）の印鑑

廃
車

・ナンバープレート
・所有者（使用者）の印鑑

三輪・四輪の軽自動車
二輪車

（総排気量126㏄以上 250㏄以下）

新住所地の軽自動車協会
※県内は徳島県軽自動車協会

（☎088−641−2010）
左記の軽自動車協会へお問い合わせください

二輪車（総排気量251㏄以上）
新住所地の運輸支局
※県内は徳島運輸支局

（☎050−5540−2074）
左記の運輸支局へお問い合わせください

★　軽自動車・原動機付自転車等の変更手続きはお済みですか？			 
　　・引っ越しして住所が変わったら、住民票の手続きだけでなく自動車の変更手続きも必要です。
　　・ほかの人に譲ったとき、名義が変わったときも手続きが必要です。			 
★　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者（使用者）に課税されます。4 月 2 日以降に廃車されても税金はお返しできません。	

●平成27年度税制改正の大綱（平成27年１月14日閣議決定）で、二輪車等に係る税率の引き上げにつきましては、適用開始を１年
間延期し、平成28年度以降に適用することとなりました。

軽 自 動 車 税 の お 知 ら せ

○大阪市立大学春季合宿
　１日㈰～７日㈯

8:30～17:00

全国選抜高校野球大会出場校が
阿南市で直前合宿を行います!!

○敦賀気比高校（福井県）合宿
　８日㈰～11日㈬　8:30～17:00
　練習試合
　８日㈰　徳島商業高　  9:30～
　　　　　兵庫商業高　12:30～
　10日㈫　生光学園高　10:00～

　13:00～
○松商学園高校（長野県）合宿
　14日㈯～18日㈬　8:30～17:00
　練習試合
　14日㈯　新野高　　　10:00～

小松島西高　13:00～
　15日㈰　富岡西高　　10:00～

阿南工高　　13:00～
　16日㈪　阿南高専　　10:00～
　※甲子園の練習日程で変更あり

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

３月の日程

教　室　名
講師

開講日
（毎月）

定員
(人)

内　容　等

コ ー ラ ス
筒井長幸

第２・４日曜日
14:00～15:30 50 市内在住の女性ならどなたでも参

加いただけます。

編 み 物
斎藤千恵

第１・３日曜日
9:00～12:00 20 初心者の方も手作りのセーターな

どに挑戦してみませんか。

茶　道（裏千家）
内村宗豊

　　（泰子）

第２・４水曜日
13:00～17:00 10 一椀の茶で心静かなひとときを。

初心者の方も気軽に始めてみませ
んか。第２・４土曜日

9:00～12:00 10

三 味 線
佐野接子

４回（金曜日）
19:00～21:30 10 初心者の方、挑戦してみませんか。

草 木 染 め
岡本多恵子

第４月曜日
9:30～12:00

（12月は休み）
10

草木や藍で自然の色を染め、座布
団やクッション、スカーフ、バッ
グを作りましょう。（初心者）

いけばな（華道）
米田久甫

　　（久子）

第１木曜日
18:00～21:00 15

四季の花を楽しく生ける体験をし
てみませんか。お子さままたは親
子ペアも歓迎します。

●平成27年度教養講座受講生募集のご案内
受講料　年間1,000円　※教材費、実習費等が別途必要です。
申込締切日　３月20日㈮　※定員になり次第締め切ります。

●教養講座「草木染め教室作品展」
　日時　３月８日㈰　10:00～15:30
　場所　同センター２階　図書室・料理講習室
　内容　草木染めで染めたスカーフ、小物など１年間のいろいろな作品

を展示します。材料にシルクを用いたスプラッシュ染めも体験
できます。（先着20人・材料費1000円）

申込み・問い合わせは　勤労女性センター（☎44−5611）へ
※火曜日休館

勤労女性センターからのお知らせ

問い合わせは　税務課諸税係（☎22−1114）へ
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果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

説
明
会
の
開
催

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
収
益

性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種
へ
の

転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向
き
な

取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
事
業
を
活
用
し
て
優

良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
を
実
施

し
た
担
い
手
に
対
し
て
、
改
植
後

の
未
収
益
期
間
を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
申
請
に
向
け
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
20
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階　

会
議
室

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

観
光
地
引
き
網
の
開
設

期
間　
４
月
４
日
㈯
～
10
月
上
旬

場
所　
北
の
脇
海
水
浴
場

必
要
人
数　
30
人
以
上

観
光
時
間　
30
分
～
40
分

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
料
金
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
中
林
漁
業
協
同

組
合
（
☎
22

－

０
５
０
９
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

０
８
４
３
）
へ
（
受
付
時

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
）

阿
南
市
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

女
性
支
援
相
談
員

（
嘱
託
職
員
）
を
募
集

募
集
内
容　
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
阿
南
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
嘱
託
女

性
支
援
相
談
員

応
募
資
格　
臨
床
心
理
士
な
ど
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
認
定
資
格
を
持

つ
方
、
ま
た
は
公
的
機
関
で
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
相
談
業
務
に
３
年
以
上
勤

務
経
験
を
有
す
る
方
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

募
集
人
員　
１
人

報
酬　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
、
運
転

免
許
証
の
写
し
、
資
格
証
の
写
し

ま
た
は
勤
務
経
験
を
証
明
で
き
る

も
の
を
、
人
権
・
男
女
参
画
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
３
月
３
日
㈫
～
12
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

試
験
内
容　
作
文
試
験
お
よ
び
面

接
試
験

試
験
日　
３
月
22
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－
７
４
０
１
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
２
重
ロ
ッ
ク
を

　

駅
を
中
心
と
し
て
、
自
転
車
が

盗
ま
れ
る
被
害
が
依
然
と
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
購
入

時
か
ら
施
錠
設
備
が
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
念
を

入
れ
て
、
も
う
一つ
別
の
鍵
で
施
錠

す
る
２
重
ロ
ッ
ク
を
行
い
、
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　 数
死　 者
負 傷 者

202件
1人

25人

救 急 件　 数
搬送人員

324件
316人

火 災 件　 数
損 害 額

3件
0円

●阿南署管内平成27年１月分。
●損害額は未確定分を含んでいません。

ひとりの俳優が絵本の里で見た子どもたちの明るい未来を映画に託し、す
べての親と子に贈る。すべては2007年、俳優の大地康雄が訪れた北海道
の小さな町・剣淵町から始まった。そこでは、約20年前から“絵本”を
真ん中に、人と人の心が通う「絵本の里づくり」を掲げ、町民は仕事の合
間をぬって子どもたちに絵本を読み聞かせ、豊かな心を育んでいた。その
想いは町のすみずみまで届き、人々が助け合うまでに成長。大地が見たの
は絵本に目を輝かせる子どもたちであり、親と子の明るい未来だった。そ
して、ひとりの俳優は＜絵本の力＞と＜親子の絆＞を描いた映画づくりを
始める。その想いに共感する人々が集まって誕生したこの映画から、あた
たかな感動とやさしい気持ちが“じんじん”と広がっていく。

上映日程　３月21日㈯　①10:30～　②14:00～　③18:00～　コスモホール（情報文化センター）
　　　　　３月22日㈰　①10:30～　②14:00～　夢ホール（文化会館）
　　　　　※３月21日の１、２回目の上映後に、大地康雄さんによる舞台挨拶があります。開場は上映30分前。
　　　　　※満席となった時は入場をご遠慮いただく場合があります。
チケット　一般・シニア　1,000円（当日1,500円）、小中高生800円（当日券のみ）
販売場所　情報文化センター、文化会館、フジグラン阿南、ショッピングプラザアピカ、
　　　　　平惣（阿南センター店、羽ノ浦国道店）
問い合わせは　映画『じんじん』阿南市上映実行委員会（秘書広報課内☎22−1110）へ

映画 『じんじん』 阿南市上映会 企画・主演の俳優 大地康雄さんが舞台挨拶にやって来る !!

広報あ な ん 2015.3　10



●教育長報告
①駅伝の応援・成人式についての感想・意見
②教職員の人事異動関係について
③服務規律の確保
④教育委員会（臨時的任用職員）の面接審査について
⑤県教委・鳴門教育大と連携した学力向上策について

●阿南市教育振興計画（後期）基本計画の進捗状況に
ついて（総務課）

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせして
います。くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

キャンパスボーイ、石焼いも子と一緒に貸切列車に乗
ってプチ旅行を楽しみませんか！楽しいトークや参加
者全員にプレゼントもありますよ！また、抽選で地域
の特産品もゲットできるお楽しみ付き。みんなで素敵
な出会いを見つけよう！
対象　20歳以上の独身男女
日時　３月21日㈯　9:30～16:30

（受付8:45～9:15）
　　　※集合場所はＪＲ阿南駅
定員　40人（男女各20人）※超過の場合は抽選
参加費　男性3,500円
　　　　女性3,000円　※列車代・食事代込み
受付期間　３月６日㈮まで
申込方法　住所、氏名、年齢、性別、連絡先を記載の

うえ、電子メールでお申し込みください。
e-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
主催　徳島県南部総合県民局・阿南de愛隊
問い合わせは　阿南de愛隊
（市ふるさと振興課内☎0884−22−7404）へ

１月定例会（１月22日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

本市等が開催する各種野球大会やイベントの運営を手
伝っていただけるボランティアを募集しています。
申込方法　氏名、年齢、性別、住所、電話番号（携
帯・Ｅメールアドレス）を記入のうえ、メールまたは
ファクシミリでお申し込みください。
申込み・問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297・FAX28−9886）
e-mail  yakyuunomachi@city.anan.tokushima.jp

「野球のまち阿南」
大会運営等ボランティアの募集

次の日程で不動産の公売を実施します。
日時　４月10日㈮　10：30～11：00
場所　徳島県徳島合同庁舎４階　会議室
　　　（徳島市新蔵町１丁目67番地）
公売物件

①阿南市上中町岡302番２(田・452平方㍍)
②阿南市上中町岡302番３(田・732平方㍍)
③阿南市上中町岡302番４(田・540平方㍍)
④阿南市上中町岡302番７(田・257平方㍍)

見積価額　4,270,000円
入札参加の条件　農業委員会発行の買受適格証明書の

提出が必要
問い合わせは
徳島滞納整理機構（☎088−654−7590）へ

公売のお知らせ

春色列車で行こう！
阿佐海岸鉄道の旅2015

台風12号・11号被害への支援等のお礼
皆様のご支援・ご協力に心からお礼を申し上げるとと
もに、感謝の気持ちを込めてお名前を公表させていた
だきます。（順不同・敬称略）

■義援金等
Ｓ41年度大井小学校・吉井小学校、Ｓ44年度加茂
谷中学校卒業合同同窓会参加者一同／四国電力㈱労
働組合阿南火力支部／口座振込１件

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。
○ちりめん遊びⅢ はな・花　３日㈫～15日㈰
○ニットのほっこりアクセサリー展　
　17日㈫～29日㈰
○アトリエsee展　31日㈫～４月12日㈰
■体験コーナー

○LEDグラス体験　
　８日㈰　13:30～15:00
　【申込締切日】６日㈮
　【参加費】500円　【定員】10人
○箏の音色で歌いましょう　
　22日㈰　13:30～15:00
　【申込締切日】20日㈮
　【参加費】無料　【定員】20人
○オリジナルTシャツを作ろう　
　４月１日㈬　10:00～12:00
　【申込締切日】31日㈫
　【参加費】300円　【定員】10人
　【持参物】Ｔシャツ（当日購入も可能）

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

光 ３月の催しのまちステーションプラザ
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平成25・26年度総合学術調査参加班と調査テーマ
班　　名 調　査　テ　ー　マ

1 地質班 阿南市の地質と地形
2 水質班 阿南市を流れる河川の水質
3 植物相班 阿南市の植物
4 鳥類班 阿南市の野鳥生息状況
5 昆虫班 阿南市の甲虫・阿南市のトンボ
6 クモ類・貝類班 阿南市でのクモ類・ザトウムシ類の生息状況
7 民間薬調査班 阿南市における民間薬調査
8 民家班 阿南市の民家
9 社寺建築班 阿南市の社寺建築
10 考古班 阿南市の板碑
11 地方史班 阿南市における文書調査
12 民俗班 阿南市の祭礼と祭り囃子、遠洋漁業、人生儀礼と食について
13 方言班 阿南市の方言（実態と変化）

14 地理班
①阿南市地域の近世絵図と明治前期地籍図（公図）の調査
②古代阿南市域の条理と古代道路復元調査
③阿南市の地域性

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
60
年
の
節
目
を
迎

え
た
阿
波
学
会
に
よ
る
「
阿
南
市
総
合
学

術
調
査
発
表
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

県
内
の
市
町
村
を
一
巡
し
、
平
成
25
年

か
ら
26
年
に
か
け
て
再
び
阿
南
の
地
で
阿

波
学
会
の
総
合
学
術
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
地
質
・
水
質
・
植
物
・
昆
虫
・

鳥
類
・
民
間
薬
・
社
寺
建
築
・
地
方
史
の

８
団
体
が
、
独
自
の
視
点
か
ら
鋭
く
観
察

し
た
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

郷
土
・
阿
南
の
豊
か
な
自
然
を
見
つ
め

直
し
、
悠
久
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
こ
と
で

郷
土
の
素
顔
を
お
伝
え
で
き
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
き
っ
と
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

新
し
い
阿
南
に
巡
り
会
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

発
掘
！
阿
南
ま
る
わ
か
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
阿
南
市
総
合
学
術
調
査
発
表
会
」

10:30～16:00
夢ホール

入
場
無
料

タチバナ

東京国立博物館内
の大理石

ベニトンボ

3
8㈰

問 阿波学会事務局（県立図書館内☎088－668－3500）
　 または文化振興課（☎22－1798）へ

阿波学会による２年間にわたる
総合学術調査の集大成

阿
南
で
産
出

阿
南
で
発
見

阿
南
で
自
生

総合学術調査の成果をまとめ
た『阿波学会研究紀要』を１
冊2500円で販売します。

※
イ
メ
ー
ジ
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「阿波学会　阿南市総合学術調査発表会」発掘！

阿南市の社寺建築
阿南市の神社、寺院、お堂・お庵を131
カ所調査しました。その中から、阿南市
の社寺建築の特徴である、軒裏の手先を
四方八方に出す組物の事を中心にお話さ
せていただきます。

社寺建築班　黒崎仁資（50歳・鳴門市）
（公社）徳島県建築士会会員

14:15 ～

阿南市の甲虫
2013 年４月から 2014 年 8 月末まで阿
南市における甲虫類とトンボ類の調査を
行いました。今回は調査で確認できたい
くつかの甲虫類について紹介し、その特
色などを発表します。

昆虫班　吉田正隆（69歳・徳島市）
日本昆虫学会・日本昆虫分類学会所属

11:45 ～

阿南市の河川の水質と
水棲生物
2013年８月から2014年９月にかけて、
那賀川、桑野川、福井川など河川の水質
や水棲生物を調査しました。その結果に
ついて報告します。

水質班　山本裕史（42歳・徳島市）
徳島大学総合科学部・准教授

10:45 ～

旧羽ノ浦町役場文書に見る地域の歴史
旧羽ノ浦町役場には、羽ノ浦村成立前の
連合戸長役場時代の公文書や、明治中期
から昭和の初めにかけての村（町）議会
関係の議事録や決議書などが残されてい
ました。地域にとっての〝宝物〟といえ
るこれらの歴史史料の一端を紹介します。

地方史班 　徳野　隆（54歳・徳島市）　
徳島地方史研究会代表

14:45 ～

阿南市の野鳥生息状況
240種と多種類の野鳥を確認しました。
徳島県の記録は約360種であり、わずか
２年の観察で、県記録の2/3が確認され
たことになります。

鳥類班　 東條秀徳（60歳・徳島市）
(公財）日本野鳥の会会員

13:15 ～

旧阿南市の植物
旧阿南市全域で、山地、河川・ため池、
水田、造成地、島

とうしょ

嶼、社寺林などの植物
を調査した結果をもとに、希少植物、水
生植物、帰化植物、巨樹・巨木などにつ
いて報告します。

植物相班　木下　覺（72歳・鳴門市）
徳島県植物研究会会長

11:15 ～

学術文化的お宝あれこれin 阿南市
蕨
わらべいし

石海岸は、地球のプレート運動によっ
て変形し混在した地層が見事で、四国山
地や日本列島の成り立ちを知る情報満載
の観察地点です。後半は、阿南市産大理
石の重要建造物における使用例の調査続
報です。

地質班　石田啓祐（61歳・徳島市）
徳島大学大学院教授

15:15 ～

新野地区における民間薬利用
阿南市新野地区において民間薬（薬草な
ど）の利用状況を調査しました。現在、
この地域でどのような民間薬が使われて
いるかということと同時に、この調査の
意義と今後の課題について発表します。

民間薬調査班　川添和義（51歳・鳴門市）
徳島大学大学院准教授・徳島大学病院副
薬剤部長

13:45 ～

講師紹介
＆日程

10:30～　開会10:45～　【１部】発表・質疑12:15～　休憩13:15～　【２部】発表・質疑15:40～　全体質疑16:00　　閉会
※都合により日程を変更する場合があります。
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※そのほかにもいろいろな子育て支援
事業を実施しています。くわしく
は、市が発行している『子育てガイ
ド anan たけのこ』をご覧くださ
い。市のホームページにも掲載して
います。

幼稚園・保育所等の利用手続きについて

地域子育て支援拠点事業
保育所や地域子育て支援センター等
の身近な場所で、在宅親子の交流や
育児講座・育児相談等を実施し、育
児不安等の解消に努めます。

養育支援訪問事業
養育支援が特に必要な家庭を保
健師、児童相談専門員等が訪問
し、指導や助言等を行うことに
より、養育上の諸問題の解決や
軽減を図っています。

一時預かり事業
急な用事や短期的な疾病、看護、
介護等により家庭で保育ができな
い場合などに保育所等において一
時的に保育することで、安心して
子育てができる環境を整備し、児
童福祉の向上を図っています。

乳児家庭全戸訪問事業
生後４カ月までの乳幼児のい
るすべての家庭を訪問し、子
育て支援に関する情報提供や
養育環境等の把握を行ってい
ます。

病児・病後児保育事業
病気中や病気の回復期にある子ど
もを病院等に付設された専用ス
ペースにおいて一時預かりを行う
ことにより、保護者の子育てと就
労の両立を支援することを目的に
実施しています。

妊婦健康診査事業
妊婦の健康保持および増進を図るため、妊婦に対する
健康診査として、健康状態の把握、検査計測、保健指
導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応
じた医学的検査を実施する事業です。

ファミリー・サポート・センター事業
地域において、育児の援助を受けたい人と行いたい人が
会員となって、助け合いを行う会員組織です。今後も幅
広い周知を行い、会員の増加とサービスの充実を図りま
す。

１号認定　幼稚園等を利用希望の場合 ２・３号認定　保育所等を利用希望の場合

幼稚園等を通じて利用のための認定を申
請します３
幼稚園等を通じて市から認定証が交付さ
れます（１号認定）４

幼稚園等と契約します５

幼稚園等から入園の内定を受けます２

幼稚園等に直接利用申込みをします１

入所する保育所（利用先）の決定後、支
給認定証と入所承諾書を送付します３

申請者の希望や保育所等の状況を考慮し
て市が保育の必要性の認定と保育所の利
用調整をします

２

市に利用のための認定申請および入所申
込み（利用申込み）をします１

■ 放課後児童クラブの利用年齢が拡大されます
新制度では、職員の資格・員数や施設・設備について新たに基準を設けて質の向上を図るとともに小学校６
年生までが対象となります。

■ 地域の子育て支援の充実を図ります
市が策定する「阿南市子ども・子育て支援事業計画」に基づいて、子育てに伴う負担や不安感を緩和するた
め、妊娠出産期から育児期まで切れ目のない支援施策の充実を図ります。
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平成27年４月から

子ども・子育て支援新制度が本格スタートします
問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ

一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会の実現をめ
ざして平成 24 年８月に成立した「子ども・子育て支援法」とそれ
に関連して整備された法律（「子ども・子育て関連３法」といいます。）
に基づく制度のことをいいます。

新制度って？

■ 幼稚園・保育所等を利用する場合の手続きが変わります
新制度では、この制度を受ける幼稚園・保育所等の利用に当たり、
子どもの年齢と保育の必要性（※１）に応じた次の３つの区分の「認
定」を受ける必要があります。

認定区分 対　象　児　童 利　用　施　設

１号認定 教育を希望する３〜５歳児 幼稚園（預かり保育利用を含む）、
認定こども園

２号認定 保育を必要とする３〜５歳児 保育所、認定こども園

３号認定 保育を必要とする０〜２歳児 保育所、認定こども園
地域型保育事業所（※２）

・就学（職業訓練含む）
・虐待やＤＶの恐れがあること
・育休中で保育利用中の子どもの継続利用が必要な場合
・その他市長が認める場合

（※１）保育の必要性の認定要件
・就労（月48時間以上）
・産前、産後
・保護者の疾病、障がい
・親族の介護、看護
・求職活動中（概ね３カ月以内）

（※２）地域型保育事業所
主に少人数の単位で、０～２歳児の子どもを預かる事業で、家庭的保育、小規模保育、事業所内保育、
居宅訪問型保育等があります。現在、阿南市では、この制度を受ける事業所はありませんが、今後、事
業者からの申請等により設置を検討します。

新制度で変わることは？

国・都道府県・市町村は、こんな取組を進めていきます。

１．幼稚園と保育所のいいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります。
２．保育の場を増やし、待機児童を減らして、子育てしやすい、働きやすい社会にします。
３．幼児期の教育や保育、地域のさまざまな子育て支援の量の拡充や質の向上を進めます。
４．子どもが減ってきている地域の子育てもしっかり支援します。

新制度で何をするの？
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ニュースオアシス

新庁舎（高層部）が完成
一部の部署で業務を開始

新庁舎（高層部）が完成し、一部の部署で業務
が始まりました。５階の建設部では、吉原部長
が「新庁舎完成という阿南市政の歴史的一歩に
立ち合えたことは光栄なことであり、誇りでも
あります。初心に立ち返り、全体の奉仕者として
自覚と覚悟を持って業務にあたってください」と
訓示しました。高層部１階に案内係を設置してい
ますので、来庁の際はお気軽にお声掛けください。

2/16

2/15
「明谷梅林」が開園
梅林まつりは３月20日まで

阿南市が誇る梅の名所、明谷梅林で梅林開きが
行われ、大勢の方が春の訪れを祝いました。初
日のイベントでは、もち投げや梅干しの種飛ばし
大会が催されたほか、梅茶やあめ湯のお接待、
たこ焼き風の創作料理「明谷焼」の販売も行わ
れました。梅林まつりは３月 20 日までで、３月４
日～８日には「明谷焼」の販売、３月７日には地
元住民による「長生梅まつり」も予定されています。
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「阿南市クロスカントリー大会」が J パワー＆よん
でんWaンダーランドで開催され、191人が年齢
別に分かれて持久力や速さを競いました。参加
者は、家族や同級生からの声援を力に変えて、起
伏のあるコースを疾走。大会新記録で小学４年
生男子の部の１位に輝いた児島雄一郎さん（羽
ノ浦小）は、「うれしいです。憧れの選手に近付く
ためにもっと速くなりたい」と話していました。

声援を力に変えて疾走1/25

「関西・阿南ふるさと会」を開催
シンポジウムなどで交流を深める

大阪市内のホテルで「関西・阿南ふるさと会」の
総会が開催され、シンポジウムや光流会で阿南市
ゆかりの約120人が交流を深めました。シンポジ
ウムでは、経済産業省の大野 力さんの講演や、
関西や阿南市の企業によるプレゼンテーションが
行われました。また、日本舞踊「天羽流」家元で
阿南ふるさと大使の天羽祥瑞さんによる祝舞が披
露され、交流会に花を添えていただきました。

1/31

人権教育研究大会に700人
人権問題解決に研究討議重ねる

「2014年度阿南市人権教育研究大会」が夢ホー
ルを主会場に開催され、およそ700人が参加し
ました。全体会議では、阿南市人権教育協議会
副会長の歯朶山加代さんが2014年度大会の基
調提案を読み上げ、大会宣言案が決議されたほ
か、近畿大学教授の北口末広さんによる講演が
行われました。また、６つの分科会では、人権
問題解決に向けた研究討議が行われました。

2/7

東京から世界に発信
ハンセン病作家・北條民雄の功績

ハンセン病に対する社会的烙
らくいん

印と差別の撲滅を
めざす「グローバル・アピール2015」のサイドイベ
ントが都内の日本財団ビルであり、岩浅市長や光
明寺住職の浅川雄康さんが、阿南市出身でハン
セン病作家・北條民雄の生涯などについてディス
カッションしました。イベントでは、俳優の原田大
二郎さんによる朗読や、作家・髙山文彦さんの著
書『火花』の執筆秘話も語られました。

1/30
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あなんカルチャー

北條民雄と川端康成との往復書簡
による魂のやりとりをパネルで紹
介します。
日時　３月１日㈰～14日㈯
　　　9:00～17:00
　　　※水曜日は休館
場所　文化会館２階　研修室
入場料　無料
問い合わせは　
文化会館（☎21－0808）へ

■ 北條民雄文学特別展

伝統的な民謡に加え、ふるさと
の唄や郷土芸能などで日本の伝
統音楽を再発見する番組です。
観覧を希望される方は、次の要
領でお申し込みください。
くわしくは、ＮＨＫ徳島放送局
ホームページをご覧ください。
入場は無料です。
日程　５月10日㈰　
　　　18:30～20:00（開場17:30）※時間は予定
場所　市民会館
出演者　未定（唄・三味線・尺八・鳴物など）
司会　城島　茂（TOKIO）
観覧方法
郵便往復はがき（私製を除く）に以下のとおり記
入して、お申し込みください。
【往信用裏面】①郵便番号②住所③名前④電話番号
【返信用表面】①郵便番号②住所③名前
あて先　〒 770-8544　
　ＮＨＫ徳島放送局「民謡魂　ふるさとの唄」係
申込締切日　４月20日㈪　※必着
※応募多数の場合は抽選となります。抽選結果は、
４月28日㈫頃に返信用はがきでお知らせします。
入場整理券は、１枚で２人まで入場が可能です。
※未就学児の観覧はご遠慮ください。
※記入に不備があった場合、郵便往復はがき以外で
の応募、締め切り後の到着分は無効となります。
※「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、
白紙のままお送りください。
※インターネットオークションなどでの転売を目的
とした申込みは固くお断りします。売買を目的と
した申込みであることが判明した場合は、抽選対
象外とします。
※ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果の
ご連絡に使用させていただきます。なお、ＮＨＫ
では受信料のお願いや、番組・イベント案内に使
わせていただくことがあります。
放送予定　未定（ＮＨＫ総合テレビ）
問い合わせは　ＮＨＫ徳島放送局（☎088－626－
5970）※受付時間9:30～18:00（土・日・祝日を
除く）または、文化振興課（☎22－1798）へ

■ 「民謡魂　ふるさとの唄」公開収録
　 観覧者募集

懐かしく、親しみやすい音色のマンドリンで奏でる
クラシックからポップス。明大マンドリン倶楽部の
演奏会を存分にお楽しみください。
日時　３月５日㈭　18:30〜（開場18:00）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　日野美歌
入場料　全席自由
１枚　2,500円
２枚セット　4,500円
３枚セット　6,000円
※当日500円増し

問い合わせは　
情報文化センター
（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

～和楽器に親しもう～
箏・尺八・太鼓　あななんと一緒に和楽器にチャレンジ！
今年は15周年記念として開催します。13:00から、
研修室で和楽器体験ができます。フィナーレは、全
員で舞台にあがって和楽器を楽しみましょう。
日程　３月１日㈰　
　　　13:00～　２階研修室で和楽器体験
　　　14:00～　ホールで演奏会開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　山上明山、内田道子、山上朋代
出演者　阿南中学校箏曲部、新野中学校箏曲部、岩

脇小学校金管バンド、琴古流徳島支部、混
声合唱団「ベルゲンブリューダー」、箏曲
古都和会、竹保流尺八徳島支部、徳島邦楽
集団、都山流徳島県支部、羽ノ浦小学校箏
クラブ、羽ノ浦和太鼓グループ「どんど
鼓」、雅伎会

演奏曲　春の海、レットイットゴー、三谷菅垣、千
鳥の曲、涙そうそう、ハナミズキ、村祭り、
子どもばやし　ほか

入場料　無料　
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 邦楽への招待
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四
万
十
帯
の
地
層
が
露
出
し
て
お
り
、
深

い
海
底
で
堆
積
し
た
岩
石
の
さ
ま
ざ
ま
な

特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
わ
り
に

　

秩
父
帯
や
四
万
十
帯
の
特
徴
、
さ
ら
に

勝
浦
盆
地
や
羽
ノ
浦
丘
陵
の
地
層
か
ら
、

阿
南
市
の
地
層
は
海
の
中
で
形
成
さ
れ
、

そ
の
大
部
分
が
付
加
体
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
市
内
の
地
中
を
掘
っ
た
ボ

ー
リ
ン
グ
資
料
か
ら
、
地
下
の
多
く
は
砂さ

礫れ
き

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
比
較

的
安
定
し
た
地
盤
と
い
え
る
。

　

学
問
の
世
界
は
す
べ
て
が
温
故
知
新
。

過
去
を
知
ら
ず
し
て
未
来
を
予
測
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
阿
南
市
の
地
質
は
、

日
本
列
島
形
成
を
考
え
る
う
え
で
、
大
変

貴
重
な
過
去
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

阿
南
市
の
地
質
と
そ
の
意
義

第
８
回 阿

南
市
文
化
財
講
座

平成26年度

科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
会
員
募
集

　

平
成
27
年
度
「
科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
」

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
会
す
る
と
、
毎
月
１
回
、
会
員
向
け
の

自
然
観
察
、
科
学
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
に

参
加
で
き
る
ほ
か
、
夏
と
秋
に
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
な
ど
、
会
員
な
ら

で
は
の
活
動
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
典
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
る
夜
間
の
天
体
観
望
会
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

３
月
の
休
館
日

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪
、

30
日
㈪

伊島の前島海岸
四万十帯を代表する砂岩と泥岩の互層
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あ
れ
か
ら
21
年
、
何
か
に
追
わ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
自
然
の
移
り

変
わ
り
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
暮
ら
せ

る
こ
と
が
と
て
も
心
地
い
い
。
ロ

ー
カ
ル
な
汽
車
を
待
つ
の
も
楽
し

い
。
近
所
の
人
と
世
間
話
も
で
き

る
。
呼
び
出
し
ベ
ル
の
使
い
方
も

分
か
っ
た
。

　
「
都
会
か
ら
来
た
ら
、
こ
こ
は

何
に
も
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
る
。
で
も
、
季
節
ご
と
に
移
ろ

う
自
然
は
素
晴
ら
し
く
、
お
い
し

い
水
に
旬
の
野

菜
と
魚
。
家
族

も
人
も
温
か
い
。

ど
こ
に
い
て
も

世
界
と
つ
な
が

れ
る
今
だ
か
ら
、

華
や
か
さ
や
に

ぎ
わ
い
よ
り
魅

力
的
で
ぜ
い
た
く
な
も
の
が
あ
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
の
仕
事
を
通
し
て
、

私
の
目
か
ら
見
え
る
豊
か
さ
を
も

っ
と
自
慢
し
、
発
信
し
て
い
き
た

い
。

　

こ
こ
は
も
う
私
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
は
、
富
岡
町
の
表
原
立
磨
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

小
畑　

定
弘

こ
こ
い
ら
に
石い

し

文ぶ
み

在
り
と
思
え
ど
も
廃
校
跡
は
夏
草

の
中

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

祈
り
こ
め
誰
言
う
と
な
く
「
あ
り
が
と
う
」
一
日
終

わ
り
し
安
ら
ぎ
に
い
て　

　
　
　
　
　

程
野　
　

茂

犬
用
の
涼
感
シ
ー
ト
敷
き
や
れ
ど
小
屋
に
入
ら
ず
二

匹
は
座
る

　
　
　
　
　
　

吉
谷　

富
穂

た
っ
た
今
思
ひ
し
こ
と
は
何
な
る
か
一
瞬
忘
れ
て
茫

然
と
立
つ

　
　
　
　
　
　

青
木　

弘
子

庭
先
に
つ
ゆ
草
一
輪
咲
き
初
め
て
小
さ
き
秋
の
水
色

見
つ
け
た

　
　
　
　
　
　

倉
橋
寿
満
子

野
分
き
て
稲
穂
田
に
伏
し
手
刈
り
す
る
畔
の
向
う
に

雉
の
子
三
羽

　
　
　
　
　
　

近
藤　

千
代

狭
庭
辺
に
育
て
し
花
を
幸
せ
に
繋つ

な

ぎ
て
今
日
も
佛
へ

供
う

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

喜
多　

啓
吉

初
泳
見
上
げ
る
水
面
陽
の
乱
舞

　
「
阿
南
は
太
平
洋
に
面
し
て
る

か
ら
年
中
暖
か
い
よ
。
サ
ー
フ
ィ

ン
が
で
き
る
海
も
近
い
し
、
時
々

芸
能
人
も
波
乗
り
に
来
る
。
関

西
？
近
い
近

い
」
と
当
時
、

夫
が
言
っ
た
か

ど
う
か
う
ろ
覚

え
だ
が
、
私
は

そ
の
言
葉
を
信

じ
て
、
兵
庫
県

西
宮
市
か
ら
阿

南
に
嫁
い
だ
。
ま
る
で
リ
ゾ
ー
ト

地
に
来
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ

た
。

　

そ
れ
ま
で
ず
っ
と
関
西
で
育
ち
、

心
斎
橋
で
働
い
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
１
時
間
待
ち
で
手
動
ド
ア
の

汽
車
や
、
知
ら
な
い
の
に
親
し
げ

に
話
し
か
け
て
く
る
お
じ
さ
ん
は

衝
撃
的
。
飲
食
店
の
店
員
呼
び
出

し
ベ
ル
は
初
め
て
見
た
。
冬
は
ま

あ
ま
あ
寒
い
し
、
関
西
ま
で
…
わ

り
と
遠
い
や
ん
！
（
泣
）

　
　

繁
木　

良
子

初
仕
事
部
落
総
出
の
道
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

千
草

き
の
こ
茶
を
賜
う
嶺み

ね

寺で
ら

初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

信
戒

初
観
音
灯
明
の
芯
明
明
と

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
百
合
子

稚や
や

あ
づ
け
成
人
式
の
列
に
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　

中
富　

範
子

棚
飾
り
守
る
農
家
の
奥
座
敷

岩
佐　

初
枝

先
達
の
足
跡
踏
み
し
雪
の
坂

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

當
代

三
ヶ
日
籠こ

も

り
縫
ひ
上
ぐ
キ
ル
ト
か
な

横
井　

知
昭

葉
牡
丹
の
渦
に
吉
相
潜
む
や
に

森　
　

君
江

観
劇
や
隣
の
母
と
膝
毛
布

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

	

酒
本　

敏
博

大お
お
な
ま
ず鯰
と
縁
を
切
り
た
い
日
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

気
が
な
い
と
思
わ
せ
ぶ
り
の
恋
の
賭
け

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

女
で
す
い
さ
さ
か
の
毒
抱
い
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

一
言
を
か
け
て
介
護
の
愛
の
匙

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

モ
ナ
リ
ザ
が
僕
ば
か
り
見
る
勘
違
い

486

市
民
文
芸

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

富岡町
吉積 晶子さん
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

３月の巡回日程

阿南市立図書館だより
３月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ ■ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 休 ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業
■…英語で楽しくおはなしひろば

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

外国語指導助手のギャリ―先生が英語の絵本を読んでくれ
たり、手あそびをしてくれます。Let's enjoy English!!

日　　時　３月29日㈰　10:30～11:30
場　　所　阿南図書館３階　視聴覚室
プログラム　大型絵本「ぐりとぐら」　「はらぺこあおむし」

手あそび　「大きな栗の木の下で」
絵本「なんでもいいからだっこして」　ほか

Q．お国はどこですか？
Ａ．イギリスです！
Q．日本に来て何年になりますか？
Ａ．15年になります。
Q．日本へ来たキッカケは？
Ａ．日本語を勉強していて、日本に興味

があったから。日本は、人が優しくていいね。
Q．好きな本は何ですか？
Ａ．「ギャリー・ポッター」…じゃなかった、「ハリー・ポッター」

です（笑）

英語で楽しく
　　おはなしひろば

ギャリー先生って、どんな人!?

とてもユニークなギャリー先生。一緒に楽しく遊びましょう！

入場無料
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

富岡西高等学校吹奏楽部
第16回定期演奏会
日時　３月26日㈭　18:30～（18:00開場）
場所　夢ホール（文化会館）
内容　 ▼2015年度吹奏楽部コンクール課

題曲 ▼セント・アンソニー・ヴァリ
エーションズ ▼富西メドレー

入場料　300円
問 富岡西高等学校（☎22－0041）へ

阿南共栄病院　ひまわり会
ウオークラリー
日時　４月18日㈯　10:00～14:00
場所　阿南東部公園
参加費　200円
定員　30人（先着順）
申込締切日　３月31日㈫
※お弁当（800円）をご希望の方は、申込

時にお知らせください。
※運動しやすい靴、服装でご参加ください。
問 阿南共栄病院　ひまわり会担当
　（☎44－3131）へ

徳島駐屯地　開設３周年行事
日時　３月８日㈰　9:00～14:00
場所　陸上自衛隊徳島駐屯地（那賀川町）
内容　 ▼観閲式10:00～11:00 ▼訓練展示
等11:00～12:00 ▼ 装備品展示12:30～
14:00 ▼体験搭乗12:30～14:00
※天候により内容を変更する場合がありま

す。駐車スペースの都合で、お車の入場
をお断りする場合があります。

問 陸上自衛隊徳島駐屯地　司令職務班
（☎42－0991　内線202・203）へ

交通遺児等育成資金貸付および
重度後遺障害者介護料支給
【交通遺児等へ育成資金貸付け】
義務教育修了まで育成資金（無利子）が借りられます。
対象者　自動車事故により死亡または重度後遺障害者となられた方の０歳から中学校卒業ま

でのお子さま
貸付金額　●一時金155,000円　●毎月20,000円　●入学支度金44,000円
返済期間　中学卒業後20年以内
　　　　　（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで返済開始は猶予）
【重度後遺障害者へ介護料支給】
対象者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害を持った

ために、常時または随時の介護が必要な状態にある方
支給金額　①常時の介護が必要な方のうち「重度後遺障害診断書」で症状が「最重度」であ

ると認められた方：月額68,440円～136,880円 ②①以外で常時の介護が必要
な方：月額58,570円～108,000円 ③随時の介護が必要な方：月額29,290円～
54,000円

問 （独）自動車事故対策機構徳島支所（☎088－631－7799）へ

春の「わくわくキッズキャンプ」を開催！

『みんなでわいわいピクニック』
春の自然を見る・触れる・感じるをテーマ
に山を探検！
対象　小学生（４月時点）
日時　４月４日㈯～５日㈰（１泊２日）
場所　YMCA 阿南国際海洋センター
定員　30人程度
参加費　8,500円（現地集合・解散）、
　　　　9,000円（道の駅集合・解散）
服装　野外の活動が中心です。十分な防寒、

動きやすい服装でお越しください。
問 YMCA 阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

パパたちによる
小さな子どもと
ファミリーのための
音楽会
おんがくパパ
音楽とお話「ぐるんぱのようちえん」。音
楽に合わせて手遊びも楽しみましょう。
日時　３月15日㈰　14:00～14:40
場所　文化会館１階　視聴覚室
出演者　川人信二（フルート）
　　　　梅本敏行（ピアノ）
入場料　４歳以上700円（当日800円）
　　　　ペア1,300円（当日1,500円）
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会夢つく
りあなん（☎23－5599）へ

試　　　験　　　情　　　報
受 付 期 間 ３月１日㈰～５月１日㈮

資格

一　　般 22歳以上26歳未満　修士課程修了者は28歳未満

歯　　科 20歳以上30歳未満かつ専門の大学卒業者（見込み含む）

薬 剤 科 20歳以上28歳未満かつ専門の大学卒業者（見込み含む）

試験
１次試験 ５月16日㈯　松茂町海上自衛隊基地

２次試験 ６月16日㈫～19日㈮のうち、指定日および指定場所

試験
内容

１次試験 筆記試験（一般教養、専門）

２次試験 小論文試験、口述試験、身体検査

合格
発表

１次試験 ６月５日㈮

最　　終 ８月７日㈮

そ　の　他 試験会場までの送迎は、要望により広報官が行います。
院卒者採用もあり、他企業との併願も可能です。

採　用　後　の　処　遇

入隊先

入隊後、幹部候補生学校へ約１年間入校
陸上自衛隊：福岡県久留米市
海上自衛隊：広島県江田島市
航空自衛隊：奈良県奈良市

入　隊
１年後

３等陸・海・空尉へ任官
全国それぞれの駐屯地、基地等で勤務

給与等
月額：217,200 円、各種手当など
賞与：期末・勤勉手当（年２回）
昇給：年１回

自衛隊幹部候補生の募集

※資料請求、手続きの要領、試験内容についての相談
など、くわしくはお問い合わせください。

問 自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

井手端　聡（クラリネット）
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。５月号の締め切りは３月31日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

健康講演会
気とツボで、元気で長生きしませんか。
日時　３月17日㈫　14:00～15:30
場所　ひまわり会館２階　21世紀室
参加費　無料
問 元気になろう会　海斗
　 （☎090－1174－7457）へ

淡島祭
日時　３月８日㈰　10:00～14:00
場所　淡島学園（西路見町）
内容　 ▼アトラクション（獅子舞）10:00

～10:30 ▼即売会（手芸品・野菜・
果物・練り物・干物・花苗など）
10:30～ ▼ゲームコーナー（輪投げ）
10:30～ ▼抽選会11:30 ～ ▼不用品
バザー 13:00～　※雨天決行

問 淡島学園（☎22－0379）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　３月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野

（☎090－3787－0305）へ

春休みバウンドテニス教室
参加者募集　　※大人の方も可

若者ＵＰプロジェクト
就職に繋がるパソコン講座親子のふれあい

ベビーマッサージ教室
ベビーマッサージを通して、ママから赤ち
ゃんへ “ 大好き ” を伝えましょう。
日時　３月10日㈫　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館 2 階
定員　親子５組
参加費　1,000円
持参物　赤ちゃんの飲み物
　　　　バスタオル１枚
※要予約
問 RTA 指定スクール Romaly　金光
　 （☎24－8710）へ

パソコン講習会受講者募集 
日時　３月18日㈬、19日㈭の２日間
　　　10:00～15:00
場所　商工業振興センター１階
内容　エクセル、ワード（入門編）
対象　市内在住のおおむね60歳以上の方
定員　15人（申込順）
受講料　無料
募集期間　３月２日㈪～６日㈮
問 阿南市シルバー人材センター
　 （☎23－2630）へ
 　※受付時間　平日9:00～16:00

明谷梅林へ歩きませんか
日時　３月14日㈯　11:00 ～15:00（予定）
集合　11:00　阿波橘駅前
ルート　阿波橘駅～内原町～明谷橋～梅見

橋～明谷梅林～明谷橋～桑野駅の
約12㎞

参加費　300円
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

等
※歩きやすい服装、履き慣れた靴でご参加

ください。傷害保険には加入しています。
その範囲内および応急処置以外の疾病の
責任は負いません。

問 阿南歩こう会 新川（☎22－3188）へ

日時　３月25日㈬、27日㈮10:00～12:00
　　　※４月にも開催予定
場所　スポーツ総合センター（サブアリーナ）
対象　小学生以上（３年生以下は保護者同伴）
参加費　１回につき100円（保険料）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
問 阿南市バウンドテニス協会事務局
　 戸井（☎49－1785）へ

「淡路島親子キャンプ」 
in 国立淡路青少年交流の家 
日時　３月21日㈯～22日㈰（１泊２日）
場所　国立淡路青少年交流の家
内容　親子で野外炊飯、体育館にて親子で

キャンドルサービス、淡路島特産お
香作りなど

対象者　ひとり親家庭の親子（子どもは３
歳以上中学生以下）20組

参加費　無料
申込締切日　３月９日㈪（電話・FAX可）
問 （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会

（ ☎ 088－654－7418・FAX088－654－
7414）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　

▼ CAD機械科（６カ月）

▼住環境計画科（６カ月）
訓練期間　５月７日㈭～10月30日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　３月２日㈪～４月６日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

日本マイクロソフト㈱と協働し、最新のパ
ソコンでエクセルの基本操作を習得。
日時　３月10日㈫、11日㈬の
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣 )
対象　義務教育終了後、15歳～39歳まで

の無業の方
　　　※学生はご遠慮ください。
定員　各５人　受講料　無料　
申込締切日　３月９日㈪
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

第23回 新野高校クリーン
ウオークラリー参加者募集
高校生と一緒に遍路道の清掃活動をしませ
んか。雨天の場合は中止します。
日時　３月19日㈭　8:45～12:30
　　　（8:30までに新野高校に集合）
場所　新野町から福井にぬける遍路道
持参物　飲み物、タオル
※運動のできる服装でお越しください。
問 新野高校　野賀田（☎36－3215）へ

とれとれ市公方×
ＮＡＫＡＧＡＷＡ‐ＦＡＭ！
祭りvol.2
ＪＡ東とくしま産直市「とれとれ市公方」
と 那 賀 川 町 情 報 サ イ ト「NAKAGAWA-
FAM!」による共催イベント第２弾。那賀
川町内のお店や企業による出店、科学セン
ターによる工作教室、フリーマーケットな
ど楽しいイベント盛りだくさん。
日時　３月21日㈯　9:00～14:00
場所　道の駅「公方の郷なかがわ」
問 NAKAGAWA-FAM!　春野
　 （☎090－4339－6702）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　３月12日㈭、26日㈭ 
　　　13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ
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３
３
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徳
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シ
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バ
ー
大
学
校

阿
南
校
受
講
生
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集

応
募
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格　
60
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上
（
昭
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年
４
月
１
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以
前
生
ま
れ
）
の
方

募
集
期
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３
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問
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応
募
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・
定

員
等
、
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く
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市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
（
☎
23

－

７

２
８
８
）
へ

会員相互の
親睦をはかるイベントや
ウオーキング大会等も

年間数回
開催しています。

プ ロ グ ラ ム 名 対　　　象 日　　　時 場　　　所 活動費（月額）

ス
ク
ー
ル
タ
イ
プ
（
専
門
の
指
導
者
の
指
導)

ＨＡＴＨＡ（ハタ）ヨガ どなたでも 毎週月曜日	 18:30～19:45 那賀川公民館平島分館 6ヵ月10,000円

エ ン ジ ョ イ ビ ク ス どなたでも 毎週月曜日	 20:00～21:00 那賀川公民館平島分館 6ヵ月10,000円

健 康 エ ク サ サ イ ズ どなたでも 毎週月曜日	 10:30～12:00 那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 　2,000円

太 極 拳 どなたでも 毎月第１・第３火曜日
10:00～11:00

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ   １,000円

格 闘 技 エ ク サ サ イ ズ
（カーディオキック）

どなたでも 毎週水曜日	 19:30～20:30 那賀川公民館平島分館 　2,000円

空 手 道 小学１年生
～一般男女 毎週木曜日	 19:30～21:00 那賀川公民館平島分館 　2,000円

ヨ ー ガ 体 操 どなたでも 毎週土曜日	 15:00～16:30 那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 　2,000円

ハワイアンダンス（フラ） どなたでも 毎月第１・第３土曜日
13:30～14:30

那賀川スポーツセンター
第１会議室 ６カ月6,000円

サ
ー
ク
ル
タ
イ
プ（
自
由
に
仲
間
と
活
動
）

バ ド ミ ン ト ン どなたでも 毎週金曜日
20:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
メインアリーナ 500円

ジュニアバドミントン 小学生男女 毎週金曜日
20:00〜21:00

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 500円

卓 球 どなたでも

Ａコース　毎週火曜日
19:00〜21:50

Ｂコース　毎週土曜日
18:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ 500円

ソ フ ト バ レ ー 一般男女

毎週月曜日
（都合により火曜日になる

場合がある）
20:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
メインアリーナ 500円

申込み・問い合わせは
那賀川スポーツセンター

（☎42−0390）へ
※10：00〜17：00　水曜日は休館日
（水曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■入会金 （円）
区　　　分 １歳以上 小・中学生 高校生 大　人 65歳以上

新
規

個　　　人 1,300 2,300 3,850 4,350 3,500
グループ・
ファミリー 800 1,800 3,350 3,850 3,000

継　　　続 800 1,300 2,850 3,350 2,500
※スポーツ安全保険料（中学生以下800円、高校生・大人1,850円、65歳

以上1,000円）が含まれています。

活動期間　４月１日㈬〜平成28年３月31日㈭
申込期間　３月10日㈫から随時受付
申込方法　申込用紙（那賀川スポーツセンター備え付け）にてお申し込みください。

総合型地域
スポーツ
クラブ

Rex なかがわ
平成27年度 会員募集のご案内
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阿波踊り体操教室
日時　３月12日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳
　　　　（無い方は交付します）

あなたの町で
阿波踊り体操をしてみませんか？

阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康相談・栄養相談
日時　３月６日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定
　　　個別健康相談、介護の相談、
　　　栄養相談コーナー
対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果、血液検査

の結果など
問 保健センター（☎22－1590）へ

３月は「自殺対策強化月間」です。身近な人の変化に気づき、あなた
も “ ゲートキーパー ” の輪に加わりませんか。
※ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞い
て、必要な支援につなげ、見守る人のことです。特別な資格ではあり
ません。

気づき　家族や仲間の変化に気づいて「いつもと様子が違うので心配
だ」などと声をかけることで、「あなたは決してひとりではないのだ」
と理解してもらえます。
傾聴　話をじっくり聞き、その気持ちを尊重し、肯定的に受け止める
と、気持ちが落ち着いて、本来の自分を取り戻すことができます。
つなぎ　抱え込んでいる問題や悩みを解決する方法として、専門家な
どに相談するよう促し、さまざまな支援を受け、その輪を広げていく
ことが大切です。
見守り　話を聞いた→専門家を紹介した→一見元気になったように見
えても、悩みはくり返し頭を占めるものです。本人が完全に乗り越え
るまで、長期間寄り添いながら、じっくりと見守る必要があります。

あなたの大切な人・身近な人の心の声に耳を傾けてください。

市ホームページの「こころの体温計」で、心のストレス度や落ち
込み度がチェックできますので、ご活用ください。また、ストレ
ス度に合った相談機関も紹介しています。

問 保健センター（☎22－1590）、阿南保健所（☎28－9878）へ

 献血にご協力ください（３月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

12日㈭
㈱シャイネックス 大 潟 町 9:40〜10:50

阿 南 ア ピ カ 西路見町 12:30〜16:30

26日㈭

道 の 駅
公 方 の 郷
な か が わ

那賀川町 9:30〜10:30

阿南共栄病院 羽ノ浦町 15:00〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

３月１日～７日は
「子ども予防接種週間」

★入園・入学・進学・就職に備えて、必要
な予防接種を済ませましょう。

★母子健康手帳等で確認し、接種忘れのな
いようにしましょう。

★平成27年３月31日までの間、大人の方
へ風しん予防接種費用の一部助成を行っ
ています。くわしくは、市ホームページ
をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

【３月の休館日】
　２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
問 かもだ岬温泉保養センター（☎21－3030）へ

日時　３月８日㈰　13:00～14:30
内容　ギター弾き語り＆エレクトーン演奏会
　　　「♪ゆるおん」
出演　尾西美沙男女ユニット、辰濱健一さん、
　　　すーじい、あまからピース
※先着100人に阿南市特産品をプレゼント（10:00～）
※温泉とれとれ市も同時開催（10:00～14:00）

かもだ岬温泉 「春のイベント」

自殺を防ぐために

こころの体温計
落ち込み度・ストレス度チェック

健康いきいき情報
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３月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  3日㈫　ひなまつり
10日㈫　思い出のカード作り

「大きくなったね」
17日㈫　お誕生会・おはなしのポケット
24日㈫　春を探そう

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  3日㈫　ひなまつり
10日㈫　おはなしだいすき
17日㈫　お誕生会
19日㈭　子育て講座
24日㈫　お別れ会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  3日㈫　ひなまつり
10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　お誕生会
24日㈫　みんなであそぼう

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  3日㈫　ひなまつり
  6日㈮　子育て教室

「乳幼児の発達と家庭のしつけ」
講師：徳島文理大学
　　　名誉教授 寒川伊佐男さん

10日㈫　お別れ会
17日㈫　お誕生会
20日㈮　パネルシアター
◇うたって遊ぼう　

13日㈮、24日㈫

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

（※要予約）
  3日㈫　ひなまつり※ 
  5日㈭　英語で遊ぼう
  6日㈮　高齢者とのふれあい会※
  9日㈪　健康相談・発育計測
10日㈫　「怒鳴らない子育て講座」
12日㈭　お誕生会
17日㈫　ミュージックケア幼児※
18日㈬　巣立ちの会※
19日㈭　ミュージックケア乳児※
26日㈭　歯のお話
27日㈮　おはなしコロリン
31日㈫　臨時休園

※行事によっては有料・申込み制となりま
す。くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

●ウエルカム阿南交流会
お子さまのいる転入者のための交流会です。
子育てに関する情報を知りたい、友だちを
つくりたいと思っている方はご参加くださ
い。保健師による計測や相談もあります。
日時　３月26日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

●チャイルドシートをご寄付ください
提供活動に必要なチャイルドシートが不足
しています。家庭で不要になったチャイル
ドシートがありましたら、お譲りください。

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリーサポートセンター

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

  3日㈫、6日㈮、10日㈫、13日㈮、
17日㈫、24日㈫、27日㈮、31日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

●閉所のお知らせ
　期間　３月25日㈬～４月７日㈫

A さん　今夜のおかず、何にしようかしら。
B さん　いつも晩ご飯のおかず考えるのっ

て、結構たいへんよね。
A さん　もう面倒くさいから、今日は食べ

に行こうかしら。
B さん　いいわねえ。そういえば、うちも

この間娘の誕生日に家族で久しぶ
りにファミレスに行ったのよ。そ
したらね、そこで驚くような光景
に出会ったの。

A さん　へえ。どんな？
B さん　私たちがね、座っているすぐそば

に別の家族がきてね、テーブルに
着いたんだけどね、テーブルに着
くやいなや、子どもたちはＤＳっ
ていうのかしら、携帯のゲーム機
を出して始めたわけ。

A さん　へえ。
B さん　それでね、お父さんとお母さんは

スマホを出して始めたわけ。
A さん　じゃあ家族みんなでそれぞれの画

面を見てるってことね。
B さん　そうなのよ。それでね、家族が会

話というか声を交わしたのはね、
料理を注文する時だけでね、それ
もそれぞれが勝手に頼むから、メ
ニューを楽しく見てるって感じじ
ゃないのよ。

A さん　じゃあ家族でいても何だか寂しい
わね。

B さん　そうなのよ。でも、もしかしたら
このようなことってうちでもある
かもって思ったら、ちょっと反省
しちゃった。

A さん　スマホとか携帯って、もしかした
ら目の前の人を大切にしないモノ
なのかもね。

　　　　学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

－おどろきのファミレス－

て ひ ろば育子
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表紙の写真は、昨年３月に富岡幼稚園で行われた「ひなまつり会」のようすです。琴の演奏も楽しみました。さて、新庁舎への移転に際し、整理整頓の大切
さを実感しました。整理整頓の原則は、不要な物を「捨てる」、必要な物はどこに置けばよいのかを「決める」、そしてその物があるべき場所に「戻す」こと
といわれます。職場が雑然としていたらやる気も失せます。新庁舎での始業を機に、快適な職場環境を保ちたいと心を新たにしています。（山田）
12月、阿南市人権教育協議会長生支部大会で「ながいけの泥かぶら」を初上演した「梅星座」の皆さん。この日のために新しい人形を製作し、迫真の演技
で笑いと感動を誘いました。上演後、客席から大きな拍手が送られ、座員の皆さんも笑顔になっていました。（相田）

編集室の

窓

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
8日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110

15日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
21日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44−3700
22日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
29日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

３月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00

３月の平日延長窓口　17:15～18:15

●納税相談
  4日㈬　市役所本庁１階
18日㈬　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

  4日㈬　市役所本庁１階
18日㈬　第１仮庁舎１階　市民生活課（☎22−1116）へ

３月の市税

平成26年度阿南市税の納期限は全て過ぎています。
市税の納め忘れはありませんか。今一度、確認をお願いします。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30〜17:00（第１仮庁舎２階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。

スポーツ施設３月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 2・9・16・23・30日
那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・23・30日
県南部健康運動公園 3・10・17・24・31日

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

３月の相談

法律相談（要予約）	 ５日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	
日 10日㈫　時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
日 24日㈫　時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 11日㈬
時 13:30～16:00　所 大野公民館　
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 ３・10・17・24・31日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 ５日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※４月の相談日はありません。

人口と世帯数

人口 76,104人 （−99）
（男）36,683人 （−50）
（女）39,421人 （−49）

世帯数30,177世帯（−19）

※平成27年１月末日現在
　カッコ内は前月対比
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着
物
姿
で
田
ん
ぼ
を
駆
け
る
村
娘
、
眼
光
鋭

い
金
貸
し
の
男
性
、
す
べ
て
を
見
通
し
ほ
ほ
笑

む
仙
人
…
次
々
と
劇
に
登
場
す
る
表
情
豊
か
な

人
形
た
ち
が
、
観
客
を
物
語
の
中
に
誘
い
込
ん

で
い
く
。
人
形
た
ち
を
操
っ
て
い
る
の
は
「
梅

星
座
」
の
皆
さ
ん
。
長
生
公
民
館
に
週
に
一
度

集
ま
り
、
人
形
作
り
や
創
作
劇
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

３
年
ほ
ど
前
、
公
民
館
の
人
形
作
り
講
座
の

受
講
者
で
結
成
し
、
地
元
が
誇
る
梅
の
名
所
、

明
谷
梅
林
に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
。
人
形
の
素

材
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
紙
粘
土
な
ど
。
胴
体

や
腕
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
絵
の
具

で
色
を
塗
り
、
衣
装
を
着
せ
る
。
指
の
節
々
な

ど
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
30
体
の
人
形
は
、

ど
れ
も
自
信
作
ば
か
り
だ
。

　

劇
の
演
目
は
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
や
「
な

が
い
け
の
泥
か
ぶ
ら
」
な
ど
３
本
。
は
や
り
の

言
葉
や
歌
を
交
じ
え
、
原
作
と
は
ひ
と
味
違
う

独
自
の
物
語
に
仕
上
げ
て
い
る
。
小
道
具
も
す

べ
て
手
作
り
。
観
客
の
年
齢
層
や
上
演
場
所
に

よ
っ
て
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、「
見
る
人
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
」
た
め
の
準
備
を
惜
し
ま
な
い
。

　

練
習
を
休
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
栗
本
豊

子
さ
ん
（
85
歳
）
は
、「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

練
習
す
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
。
人
形
の
複
雑

な
動
き
を
覚
え
る
の
は
根
気
が
い
り
ま
す
が
、

お
客
さ
ん
の
喜
ん
だ
顔
を
見
る
と
、
ま
る
で
自

分
が
本
当
の
役
者
に
な
っ
た
気
分
に
な
り
ま

す
。
発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
る
の
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

上
演
回
数
を
重
ね
る
こ
と
で
評
判
も
広
が

り
、
今
で
は
老
人
保
健
施
設
や
保
育
所
な
ど
市

内
外
か
ら
出
演
依
頼
が
相
次
い
で
い
る
。
地
域

の
有
志
か
ら
劇
の
背
景
に
使
う
パ
ネ
ル
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
後
押
し
も
受
け
、
今
後

の
活
動
に
ま
す
ま
す
熱
が
入
り
そ
う
だ
。

　

人
形
作
り
も
劇
作
り
も
「
何
で
も
あ
り
」
が

梅
星
座
流
。
自
由
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
人
形

た
ち
は
、
髪
の
毛
の
色
ひ
と
つ
と
っ
て
も
作
者

の
思
い
が
に
じ
み
出
る
。
手
作
り
の
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
観
客
は
梅
星
座
の
物

語
に
共
感
す
る
の
だ
ろ
う
。
次
の
新
作
は
ど
ん

な
作
品
に
出
来
上
が
る
の
か
…
続
き
は
劇
を
見

て
の
お
楽
し
み
。

ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！
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